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偉大 な中国人民の作家魯迅
中国の民族文化の宝の うち,い ちぽん名誉ある地位をしめてい るもののひ
とつは,偉 大な作家,愛 国老,す ぐれた革命家,ヒ ューマニス ト魯迅の作品で
あ る。魯迅は現代中国文学の創始者である,中 国の現実を偽 りな く多面的にえ
がいた作品,そ れによ り,かれは中国の リア リズム芸術にあた らしい時代をき
りひ らいた。魯迅の文化遺産は大 きい,こ れは20世紀は じめの中国社会生活の
百科辞典であ り,中国人民の知慧の肉づけであ り,あかるい将来にたいする中
国人民の期待をあ らわ している。
魯迅 の作品は反封建 ・反帝国主義の中国人民の民族解放斗争の時期に発展
した。 きび しい革命斗争の時代に,魯 迅は中国新文化の旗をかかげておそれ る
ところなか った。
《魯迅は中国の文化革命の舵手であった一 と毛沢東同 志 は か い て い る
一 魯迅の骨はかた く,ち っとも奴隷根性や屈従のかげがない,こ れ こそ植民
地 ・半植民地国家の人間にはいちぽん とうといものであ る。魯迅は人民の大多
数を代表 し,文化の戦線で敵の陣地を強襲 した,も っとも申分ない,も っとも
剛毅果敢な,も っとも断乎 とした,も っとも忠実な,も っとも燃えるような,
ほかに例のない民族の英雄であった。魯迅 の方向はあたらしい中国人民の文化
くり
の方向である。》
自由と人間の智慧の勝利のためたたかった戦士魯迅の思想的 ・作品的成長
(1)毛 沢東 選集,第3巻,1953年,256頁
(44)人 文 研 究 第二十三輯
は,中 国における人民革命の発展 とはきりはなせない。魯迅は 自由で民主的な
中国をたたかい とるために,全 生涯 とおおいなる才能をささげた。
1
魯迅は1881年9月25日,漸江省紹興 のふ るびた町に うまれた。かれ の父は
ふ るい型 の知識人であ ったが,国 の役人 にはな らなか った。 母は農家 の生れで
あ った。作家 の本名は周樹人で あ る。 魯迅 とい う文学上 のペ ソネームは母 の姓
魯 を とった もので,こ れをつか いは じめた のは1918年か らであ る。
父には4,50畝 の土地があ った ので,家 族の生活 には ことかか なか った。
魯迅 は6才 か ら私塾で読 み書 きを な らいは じめたが,そ の塾 とい うのは,昔 か
らの しきた りで,古 典を暗記す る とい うし くみにな っていた。ず ぽぬ けた明敏
さ と並はずれ てす るどい記憶力で,か れ の学業 は りっぽ だ った。農村生活に し
た しんだ ことは,魯 迅 の育成 におお き く影響 した。母 の血 筋関係か ら,か れは
農民 とつ きあい,民 間の伝説 や物語,年 画,それ に村 芝居な どがす きにな った。
魯迅 の小説,《 故郷 》 と 《村 芝居》は,子 供 の頃 をお もいお こした ものであ る
が,こ れは農民 にた いす る真心か らの同情 とふか い リリシズムでつ らぬかれ て
い る。
1893年,魯迅の家に不幸が おきた,そ れは北 京で官途についていた祖父が
とらえ られた ことであ る。 この事件 とほ とん ど同時に,父 もお もい病 気に な り,
家 の くらしむ きはわ る くなった。魯迅 は田舎 の親戚 の ところへや られ たが,ま
もな く,卑 め差ずか しめ られ るのにたえきれず,家 へ もどった。 そ の子供時代
をお もいだ して,魯 迅はかいてい る。
《4年 あ ま りも,わ た くしはほ とん ど毎 日の よ うに,質 屋 と薬屋 にか よわ
ね ばな らなか った。 い くつ の時だ ったか忘れたが,薬 屋 の帳場 の高 さはわた く
しの頸 ぐらいまであ り,質 屋 のはせ い の倍 もあ った。 あざ笑いや蔑み を うけ な
が ら,着 物,宝 石 な どのかわ りに金を うけ と り,そ れか ら病 気の父のために薬
屋へ は しった …》
3年後,魯 迅が16才の とき父は死んだ。そ の年 に家 は と うとう落ちぶれ て
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しまった。その頃の中国で教育を うけた青年が とったふたつの道 として,役 人
か商人があったが,そ れにな りた くなか った魯迅は母が工面して くれた8円 を
もって,南 京へ勉強 にでた。
1898年の春,か れは江南水師学堂の官費学生 として入学 し,そ の後路鑛学
堂に転学 した。かれは技術のほ うはあまりこのまなか ったが,そ れでも成績は
一番だった。 自由な時間には中国の古典小説をよんだ。そのころ知名の厳復が
訳 したハ ックス レーの本によって,魯 迅 はダーウィンの進化論を しった。1898
年の 《百 日》改革運動(戊 戌変法)と1900年の義和団の反帝国主義暴動 とい う
国内の政治事件は,か れの愛国思想に影響をあたえた。
路鑛学堂を卒業す ると,優秀なかれは1902年に,専 門の技術教育を うけ る
ために 日本へ留学させ られ,東 京の大学に入 る準備をは じめたが,の ちになっ
て,祖 国につかえるとい う崇高なかんがえから新 らしい職業をえ らび医者にな
ることに した。1904年,魯迅は東京か ら仙台へゆき,医 学専 門学 校 に入 学 し
た。 しか し,医学 も魯迅の将来の道をきめることができず,ま す ます中国社会
のいちぽん大切な問題をかんがえは じめた。かれが医学をすてる機縁となった
のは,あ るとき幻灯 をみたか らで,そ れによって,病 気で死ぬ ことよりも無智
とたちお くれのほ うが,中 国のわ ざわいであるとい う考えになったのである。
中国でなによりも必要 なのは人民の精神的解放である,そ う悟 ると,《 第一に
必要なのは人民を精神的によみがえ らせ ることであ り,それにいい方法は文学
である…》 とかんがえた。
魯迅は医学専門学校をやめて1906年東京へ もどり,文学の研究 と文学運動
に うちこむ ことに した。 このときか らかれの生活は,中 国人民の精神的解放を
かち とるための,愛 国的なたたかいに しっか とむすびついた。
日本での魯迅は清朝を倒 し,改良的方法で国をあ らたにしようとしていた。
《光復会》の うちのブル ジョア改良主義者 としたしくなって,1908年にこの結
社にはいった。 この結社にはいっていた有名な学者の章太炎の指導を うけて,
魯迅は 《説文》を研究 した。 日本での生活体験は,の ちに魯迅が文学活動をし
た ときそのささえとな り,革命的 ・民主的思想を形成する時代 となった。魯迅
(菊)人 文 研 究 第二十三輯
は西 欧の文学を よ くしっていた。 かれ じしんがみ とめてい るよ うに,た たか い
を よびかけ る作品 を もとめて,れ は東 欧の作家 に した しんだ。か れが よんだ の
は,プ ーシキ ソ,コ ロレソコ,ゴ ー ゴリ.チ ェホ フであ り,ポ ーラソ ドの作 家
で は,シ ェンケヴ ィチ,ハ ソガ リイではペテ フ ィ,チ ェッコではイ ェナ ・ネル
ダであ った。 日本語 を完全に学 んだ魯迅 は,す ぐれ た リア リス ト夏 目漱石やそ
の ほか あた らしい時代 の 日本作家 の作 品を しるよ うになった。
魯迅 がは じめて文壇 にでたのは1903年で,そ の ときかれは雑誌 《漸江潮 》
に協 力 しは じめていた。 この雑誌 は在 日中国人留学生が発行 していた。魯迅 は
最初 の論文 で,西 欧 の ブル ジ 。ア的な政治 ・社 会の原理,ダ ーウ ィソの進化論,
西 欧哲学,現 代 ヨー ロ ッパ美学 の成果 を紹介 しよ うとした。そ の ころは も う,
自由を愛す る愛国思想の戦士 であ り,唯 物論老であ った(《 ス パル タの魂》,
《文化偏至論 》,《 人間の歴史》をみ よ)。
魯迅が若い ときかいた ものの うち,と くに注意 しなけれ ぽ な らないのは,
《摩羅詩 力説》(1907年)であ って,こ れ も留学生が 日本でだ していた 《河南
》雑誌に のった。個性 の圧迫 にた いす る抗 議の思想 につ らぬかれてい る,ヨ ー
ロ ッパの ロマ ソチ ックな詩 の,革 命的傾 向性を分析 した魯迅 は,悲 しみ を こめ
てかいてい る。 当時 の中国には人民に愛国心,自 由愛好 の精神 をめ ざめ させ る
ことので きるよ うな文学 がなか った,と 。
《こんにち,中 国 じゆ うを さが してみて,精 神生活 の領域で戦士 をみいだ
せ るだ ろ うか?わ れわれ を美 し く頑強に して くれ る真実の こえはない のか?餓
え と寒 さの苦 しみか らわ れわれ を救 いだ して くれ る熱烈な よびかけはきけ ない
ものだ ろ うか?》
《摩羅詩 力説 》の意義は,そ れがたたかいを よびかけ る文 学 をたた えた と
い うことばか りで偉大 なのではない。 かれはは じめて ロシャ古典詩 の巨 匠たち
プ ーシキ ソとレールモ ソ トフ の作品を中国の読者 に紹 介 し,バ イ ロ ソ
的主人公にたいす る熱 中か ら リア リズ ムへの道 を さし しめ した。魯迅 は ゴーゴ
リとコ ロレソコの芸術的才能をたか く評価 した。 ロシヤの作家た ちにひかれた
かれ は,19世紀 の ロシャ文学が ヨー ロッパ人 を 《そ の美 しさと偉大 さで お どろ
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ユかせてい る》 とい った。
1909年魯迅 は故国にか えって,杭 州 の師範学校 で化学 と生理学 の先生に な
り,そ のこ紹興 中学校に移 って,1911年の革命後,校 長に な った。
魯迅 は辛亥 革命 に,こ れ まで の 中 国 の歴史になか ったあた らしい時代 を
.みて,お お くの ものを期待 した。 しか し,清 朝 は人民 の勇敢 なたたかいに よっ
て,うちたお され は したが,封建 的 ・帝国主義的圧迫か ら人民 を解放で きなか っ
た。 中国が うまれかわ る とい う期待 ははずれて しまった。 国の権 力は反動か ら
.反動 の手に うったにす ぎない。魯迅 は辛亥 革命 を熱狂的にむ かえたが,し だい
・に その結果に は失望 してい った。
　つ
《わた くしはみた,辛 亥革命を,第2革 命を,哀 世凱の皇帝即位宣言を,
張勲 の復辟運動を。 こうして,わ た くしは疑わ しくな り,し まいには幻滅を感
じて絶望 して しまった。》
1912年魯迅はまねかれて教育部部員になった,1920年か らは,有 名な北京
大学,北 京師範大学,北 京女子師範大学で中国文学史を講義 しはじめ,そ のこ
12年間ほ とんど北京にいた。
日本か らかえって,1909年か ら1917年のあいだ,魯 迅は古代 ・中世の中国
文学史を研究 し,墓誌拓本の蒐集,研 究に したがい,《 会稽郡故書雑集》を編
集 ・校訂 した。そのほかの本では,魏 のす ぐれた愛国詩人奮康 の文集を校訂 し
た。そのほか魯迅は仏教経典 もよく研究 した。中国文学史を自家薬籠中の もの
としていたことは,文 献学者 としての魯迅を博学に したばか りでな く,そ のこ
の創作活動にひ じように好都合であった。創作をはじめた とき,魯 迅は過去の
胴芸術家たちのゆたかな経験をわがものとしていたのである。魯迅はまた翻訳 も
した。1909年にはかれの編集で 《域外小説集》ができたが,こ のなかのガルシ
ンとアソドレーエフは,か れが ドイツ語 と日本語か ら訳 した ものである。
(1)帝 国主義者 、反 革命 的 プルヂ ョア と地主 を うしろだ てに した蓑世凱大総 統 にた
い し,孫 文 の衰 世凱討伐 の よびこえに こたえた南方 の軍隊が,1913年5月か ら9
月に かけて おこ した。
(48) 人 文 研 究 第二十三輯
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魯迅のあた らしい創作 時期が はじまった のぽ,毛 沢東 のことぽに よると
の
《世 界革命,ロ シャ革命 の よびかけ,レ ーニ ソのよびかけに こたえて おきた》
1919年の 《5・4運 動》 の時代で あ る。 マル クス主義イ ソテ リの代表が主導的
役割 をはた した 《5・4運 動》 の基本 的ス ローガ ソは,徹 底 した妥協 の余地 の
も
ない反封建 ・反帝国主i義斗争であった。 《5・4運 動》は反封建 ・反帝国主義
の性質をおびた中国のあた らしい文化,文 化革命のたたかいの力つよいたかま
りを しめ した。
毛沢東は1940年《新民主主義論》にかいている。 《5・4運動》の文化革
命は封建文化にたいす る非妥協 のたたかいであった。中国歴史に これほ ど偉大
で非妥協的な文化革命はかってなかった。文化革命の旗 じるしの もとに,ふ る
い道徳にたい してあた らしい道徳を,ふ るい文学にたい してあた らしい文学を
く　　
かかげたたたかいは,偉 大な成果をおさめた。》
魯迅はその運動でかがやか しい功績をあげたひ とりである。文化革命の前
期に,魯 迅はあたらしい中国文学 とあた らしい文学言語運動の先頭にたち,封
建文化の陣地を勇敢に襲撃 した。かれは中国最初のマル クス主義者で,ま た中
国共産党創立者のひ とり李大釧教授が参加 しまた編集 もしていた雑誌 《新青年
》に積極的に協力 した。 この前期の魯迅評論の特徴は,まず第一に,戦斗的,攻
撃的精神にあるQ魯 迅は中国人民 のお もな敵封建的 ・帝国主義的勢力の暗黒支
配 とたたか う演壇 として,雑 誌を利用 した。かれは子供に盲 目的服従をおしえ
る儒教道徳の偽善 と姑息を非難 し,男 女の不平等に反対 してたちあ らわれた。
魯迅はニセの愛国者が,ふ るい ものを しっか とにぎ りしめ,排 外的な愛国思想
を宣伝 しているのをあざ笑った。かれはこうい う,あた らしい ものの敵を,無慈
悲にぽ くろし,かれ らをぽ 《現在の屠殺者》 とよんだ。革命的空気のつよいた
(1)毛 沢 東 選 集,第3巻,モ ス ク ワ,1953年,258頁。
(2)同 上,259頁 。
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か ま りに はげ まされた魯迅 は,将 来はか な らず現在に ま さると信 じ,こ の将来
のため,中 国の青年がたたか うよ うに うったえてい る。
《生命 は死 をおそれ ない と魯迅 はかいてい る 一一生命は前 進す る…そ
してなに ものに も,そ れ をお しとどめ る力はない。》
魯迅 は 《くさ りき った教 えや死んだ言葉をお しつけ,現 在 をはずか しめ よ
うとして》 封建 的なふ るい ものをま も りぬ こ うとす る人 び との,中 国の民族文
化 の歪 曲化に反対 し,民 族文化 をま もった。 写
《5・4運 動》 に ζたえて,魯 迅は中国文学に反 封建 ・反帝 国主義 の旗 を
かかげ,評 論 ぼか りでな く,小 説で もこのたたかいに参 加 した。
魯迅 のは じめて の リア リスチ ックな小説 が 《新青年》 にあ らわれた。1918
年4月 に 《狂人 日記》,それにつづ いて 《孔乙巳》(1919年3.月),《薬》(1919
年4月),こ の三篇 は現代中国文学 史にあた らしい頁 をひ らいた。 かれはそれ
以来ふ るい中国の暗黒勢力に,断 乎 とした不屈不挽 のたたかいをは じめた。 人
民へ の愛情,祖 国へ の愛情に はげ まされた魯迅は,そ の解放 のために言葉の武
器で たたか った。魯迅 はそ の作品 をふ るい社会 の改革,人 民の思想教育,個 性
の解放,《 民族性の改造》 の武器 とみ な したので あ る。
《わ た くしは病的社会 のふ しあわせ な人び とのなかか ら,お おσくの材料を
とった,と い うのは,そ の病いを人に しめ し,注 意 を うなが し,病 いをいやそ
うとしたか らであ る。》
《狂人 日記》で,魯 迅 は主人公 の 口をか りて,偽 善的な仁義 の ことばで人
を くう本質 をごまか してい る封建道徳に決定的な審判 を くだ した。かれ は人 を
くう道徳 とこの道 徳に まも られて い る封建社会が,ど れほ ど人の精神 を圧迫 し
たか,人 間のさだ めたおきてや権 力が どれほ どひろ く・ふ るい中国 の家庭を支
配 してい るか を しめ した。 魯迅 は この道 徳を ま もってい る人 々が残酷で,卑 怯
で,ず る く,恥 ずべ きだ とはげ し く非難 した。 封建的な中国の暗 い現実を再現
し,そ の害 毒をあ らわ に しめ した魯迅は,最 もと うと くて神聖 な るべき人間 の
生活 がふみに じられて る社会が,一 刻 も早 く滅び さる ことをね がい,そ の滅亡
になんの憐み も感 じなか った。偉大 な作家 ・ヒューマニス トはそ の時代 の人 び
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とに よびかけた,《 子供をす くえ!》
《狂人 日記》は魯迅がみずか ら認めているように,ゴ ーゴリの 《狂人 日記
.》の影響を うけている。それは人をに くしむふるい中国社会にたいす る憤 りの
抗議であった。
もうひ とつの短篇の主人公孔乙己の運命はかなしい。 これはふるい型の堕
落 したインテ リで,人 生のめあてをな くした気のよわい敗惨者である。孔乙己
は善良で同情ぶかい,だ が,か れのまわ りの人び とに とっては何のかかわ りも
ないことだった。いたましい生活がかれの心をつめた くした。 人 び との 目に
は,か れがただの変 りもので,素 寒貧の宿な しに しかみえない。孔乙己は生き
てゆけない,そ の生活 はなかば餓えにせ まられた 悲惨なものである。 かれの
《学問》はだれに もい らないのだ。かれはじぶんで も人間のクズだ とはお もう
が,お ちこんだ怖 ろしい迷路か らぬけだすためになにか しようともしない。道
徳的にゆが んで しまい,抗 議の心や 人間の尊 さはおしつ ぶ されている。餓え
に せ まられたかれは盗みをはた らく。孔乙己はかたわ ものとな り,ただひ とり
死 んでゆ く。
丁挙人にはほかの道があって,富 と名誉によじのぼってゆ く,魯迅は この
小説のなかでちよっとしかふれていないが,ふ るい中国では丁挙人みたいにつ
・め た く残酷な人が,人 を くう世界に反抗す る力のない人び とをことごとくギセ
イに しているとい うことが読む ものにはあき らかになる。
魯迅は支配階級が政治的 ・経済的圧迫 のためばか りでな く,人 民を精神的
に 奴れい とす るために権力をふるってい る こ とを ば くろ し てい る。 封建 思
想 は 奴れいの心をたた きこみ,あ た らしい もの,光 りあるものをお しつぶ し
た。 《薬》の主人公茶店のあるじ華老栓 とその女房は,教 養はなしうちひ しが
れている。かれ らの生活は偏見 と迷信に とらおれていて,康 大叔のような残忍
な首切 り役人をおそれている。 ふ た りは息 子 に,処 刑 者 の生血にひた した
'饅頭をたべさせれば,胸 の病 い は な おるものと,わ け もわか らずに信じてい
る。
しか し 《薬》では,そ のころ早 くも人間の権利 と人民の解放のためたちあ
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ごが った,勇敢 な人 び とに注意をむ けてい る。そ の道に達す る第 一歩は,圧迫者 の
・揺 ぎない支柱 とな っていた ,清 朝 をた おす ことであ った。死 にのぞみ なが ら,
防牢 の番人にい った若者 の有 名な ことばは,《大 清帝 国の国土はわれわれ の もの,
人民 の ものであ って,清 朝 ので はない》で あ った。 若者は死 んだが,そ の抗 議
'・は孤立 していない ことがわか ろ う。死んだ革命家 の墓前 に友 の さ さげ た 花 束
隔は ,か れ の事業 を うけつ ぐ人民 のめ ざめを象徴 してい る。
最初 の リア リスチ ックな作品 がで るとほ とん ど同時に,魯 迅 は詩 の方面で
も活躍 した,1918年の 《新青年》 には 《自話》詩が のった。 それは唐侯 とい う
・ペソ ネームで ,《 夢》,《愛 の神》,《桃 の花》,《 人 の時》,《 かれ らの庭》
魑な どが あ った。 魯迅は これ まで の詩 の伝統的 なきま りを こえたあた らしい主義
噛を提 唱 した。 《輝やか しき未来 はわれ の りこえて進め》魯迅 は こ うか いた。 あ
た らしい形式 の中国の 《自由詩》 をつ くった ひ と り魯迅が考えていたのは作 品
'の改革で あ り,ま た古典詩 のす ぐれた遺産に たい し虚無的態 度を とるヒ とに も
"縁がなか った。 したが って,か れはふ るい形 式 の詩 もかいたが,こ の こ とは,
当時 の社会をゆ るが していた政治事 件に こたえ るさまたげ にはな らなか った。
(《1月28日の戦争 ののち》,《 南京 の歌謡》)。
1923年,短篇小説集 《咽賊》 がは じめて出版 された,こ れには1918年か ら
1922年まで の間の14篇が おさめ られてい る。 中国の批評家 に よる と,こ れは
《5・4運 動》 後の中国文学に おけ るめ ざま しいで きご とであ り,文 化革命 の
'はじめての勝利 が現実にみをむす んだ
,と され てい る。 魯迅は 《ロ内賊》 で,封
冒建 的 ・帝 国主義的圧迫 のいちばんひ どい農民階級を主 として主人公に え らんで
い る。有名 な魯迅 の伝記作者王士脊 は,中 国 の作家や おな じ時代のだれ よりも
一魯迅が中国 の農村 を よ くしって お り,そ して理 解 していた,と い ってい る。農
'民のいた ま しい生活
,そ の無権利,貧 困 と盲 目的信仰が,さ け られない運命 と
して 《風波》,《 明 日》,《 故郷》に しめ されてい る。読者 の眼の まえを よぎ
りさ るものは,魯 迅 がか ぎ りない同情をいだいてかいた農民 の形象,つ ま りた
・だひ と りの息子 を死 な したや もめ の単四 ,船頭 の七斤,百 姓 の閏土 であ る。閏
土 の運命 はふ るい 中国の農民 の典 型その もので,《 子だ くさん,餓 え,重 税,
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兵隊,匪 賊,役 人,こ うしたものに 酷い目にあわ されて,木 偶 みたいになっ
た。》魯迅ははた らく農民の苦 しい運命に同情 し,農 民か らしぼ りとり,そ し
て圧迫 している力をに くしみ,偏見の綱でがんじが らめにされた,ふるい農村 の
風習,封 建社会の暗い政治をはっき りとしめ している。
《ロ内賊》ぼか りでな く,魯迅 の全作品の うちで,も っとも光 りあ り有名な
のは 《阿Ω正伝》である。 この小説は1921年北京の新聞 《農報》 の文 芸 副刊
に,1章 ずつのった。 これは人民性 と愛国思想のあふれた魯迅の批判的 リア リ
ズムの傑作である。
はじめ,と の小説はユーモアのある 《きさ くな話》にす るばずであった,
そ こで作者は第1章 で喜劇的要素を多分に とりいれた,し か し,か きすすむに
つれて深刻になってゆき,そ の結果ひ じようにば くろの力のつ よい,風 刺作品
となったのでる。
この小説には日雇農民がいる。 この男には土地 も,女房子供 も,家 もなけ
れぽ,名 まえさえない。阿Ωの形象には,ひ どく落ちぶれ て貧 しい中国農村
とまたそれを特徴づけてい る無知,抑 圧,奴 れい根性,無 権利が反映 されてい
る。阿Ωの人生はいたましい。かれは 《よくはた らく男》で,仕 事はできるの
に,喰 うや喰わずでいなければならない。女中の呉娚に惚れ こんで もうまくは
ゆかぬ。生れてこのかた筆をとった こともないかれには,円 をえが くことさえ
満足にできない。かれ としては恥か しいのだが,ま ん円に円をかけ るのは低能
だけだ とおもって自らなぐさめる。 まわ りの もの,と りわ け 《趙大人》は阿Ω
にであいさえすれば,あなどりはずか しめ,口 ぎたな くのの しり,うちすえ る。
しか し阿Ωはほかの連中よりじぶんのほ うが上等と心得ているか ら,《 精
神 の勝利》の哲学をつかって,じ ぶんの敗北はなんで も弁護 したがるQ敵 より
す ぐれていることを証明す るために,か れは じぶんの顔をなぐり,それで体面
をつ くろいさえする。阿Ωの形象に具現 されている特徴は農民だけにあるので
はない。 《阿9主 義》 とは 《精神の勝利》 と自己偽湘の敗北主義哲学であ り,
従順な奴れいのれい属を教えるものである。
阿Ω主義の根源は半封建 ・半植民地的中国社会の特質の うちにみいだ さね
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球 な らない。中国の封建的上層貴族は帝国主義者たちのあわれむべき敗北者 と
な り,そ してまた,清朝が内部か ら腐敗 し,危機がふかま りすすむ といった条件
の もとで,現実をはなれた道徳的優越性をおもい,みずか ら慰めたわけである。
ブルヂ ョア自由主義 インテリゲンチャはその投降主義 との断乎 としたたたかい
にたちあがれなかったが,そ のいいわけ として,精 神勝利 の方法にはし りよっ
た。だが,も し,阿 Ω主義の敗北思想が,支配階級 とその召使いどもに とって,
か れ らの社会制 度が歴史的にはほろびる運命にあることを,気 分の うえで弁
護 す るものとすれば,この思想で毒 された被圧迫老は,たとえ一時的にはせ よそ
のなかに慰めをみつけ ようとした。権力をにぎっている階級が,け んめいにふ
きこんだ阿Ω主義は,農 民の解放運動にたいへん損害をあたえ,か れ らの抵抗
心 や革命性をおさえつけた。盲 目的な憐れみにか られず,中 国農民の精神を う
ま く解放 しようとこころざした魯迅が,阿 Ω主義を コッピ ドク批判す る具体的
一対象 として,農村の作男をえ らび,ほ かの階級のものに しなかった理由は,こ
こにある。
中国の有名な文芸学者周揚 のことばに よると,魯迅は農村を題材に した小
説,と くに 《阿Ω正伝》で,《進んで ものごとを しない,おくれた無 自覚な農民
の精神面を,深 刻に集中的に批判 した …魯迅 は 中 国人 の圧 倒 的 多 数 を しめ
てい る農民の精神的欠陥を批判 し,それを民族性のよわみ とかんがえた。かれは
くユラ
民族性の改造を うったえたのである。》社会の病根を根治 しようとした,この よ
うな批判は,魯 迅の リアリズムのもっとも力つ よい特徴のひ とつである。 りっ
ぱ な魯迅研究家であるとともに,左 翼作家連盟で活躍 した凋雪峯は 《阿Ω正伝
》 を専門に論 じた もの で,と くに つ ぎの 点 を と りあげ て い る,《 魯迅の
ルンペンの作男としての阿Ωと阿Ω主義のご本尊 としての阿9に たいす る態 度
く　ラ
はちが う》魯迅はす るどい風刺のほこさきを,阿 Ω主義のご本尊 としての阿Ω
にむけたのであって,作 男の阿Ωにむけたのではない。
魯迅は,こ の主人公の欠陥をあざわ らつてはいるが,そ れ とともに,同 情
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(2)漏 雪 峯 《阿 Ω正伝》 を論 ず,《人民 文学》,1951年10月,第24号,54頁。
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もしてい る,そ れは,悪 の根源が社会の しくみその ものにあることをみている
か らで,こ の社会のしくみに よって,支 配階級は偽善的な道徳をか りて阿9な
みの貧農の心を奴れい根性におさえつけてお く。 この小説は,阿 Ωや阿Ωに似
ている,し いたげ られ無知な人びとを生みだす,未 荘文化にたいす る憎 しみを
お こさせ る。
阿Ωの形象はひろ く一般化されてお り,その うえ,阿9主 義の特徴ははっ・
き りとでてい る,こ れは,封 建中国 とふるい中国社会のすべての階級の典型醜
現象であるが,魯 迅はそれをグロテスクの手法にまで した。 しか し魯迅は憶測,
した図式のなかに,典 型的なものをえ らびだ したのではなく,生 いきとした,
具体的で,し か も真実性の深刻な形象の うちにえ らびだ したのである。 ここに
生活の真実か ら一歩 もしりぞかない芸術家魯迅の偉大な巧みさがあ らわれた。、
《阿Ω正伝》で,魯 迅は 《趙旦那や銭旦那》の利益 とな り,人民大衆には一
なんのた しに もならなか った,辛亥革命の本質をぽ くろした。革命のためには,.
弁髪を頭の うえに グルグル まきに した り,革命党のき章をかった り,静修庵で
《皇帝万才万万才》 とかいてある龍牌を こわ した りす る,《 革命的》行動にで
るエセ革命家を,かれはあざわ らった。 ここで魯迅は,そ れ らの偽善者たちが,.
革命家を よそお うとしていることをかたっているが,か れの特徴 としてアイ ロー
ニイがはげ しい風刺になっている。
阿9の ばあい,革 命の しらせで,こ れ とはちがった態度をとる。かれは凪
迫 している連中に しかえ しをするために,革 命家たちのなかまにはいることに
反対は しない。阿9は 《に くたらしい奴 らをぜんぶやっつけてやれた ら》 と夢
みた。 しか しかれは 《旦那たち》が,革命党にいれて くれ るか どうか,と心配に
なる。 自然発生的な抗議は,有 産者の権力のまえでは奴れいの恐怖心があるた
め,あ やふや となる。阿Ωは じぶんの阿9主 義 と奴れい根性に うちか って,革
命党のなかまにいれてもらいに,ニ セ毛唐の ところへたのみ こむ。魯迅は農民
が客観的には革命をお こさないわけにはいかない,と みて とった,そ れ とい う
のは,革 命に よって搾取者の圧迫か ら解放 されることを期待 していたか らだ。
このぼあい,魯迅がかんがえているのは,阿 Ω主義 と何世紀 もにわたる圧迫力㍉
ソ 連 人 の 魯 迅 論(55>
農民 の革命精神 をおさえつけた こと,農 民に あ らわれ てい る阿9主 義 の批判 に
は非妥協的でなけれ ばな らない とい うことで ある。 この小説を よんだひ とは,
《趙旦那や銭旦那》 の権力 をほろぽ さないか ぎ り,圧 迫 されてい る農民 はほん
と うに 自由にはなれ ない と感ず るに ちが いない。
《阿9正 伝》 はふ るい中国の農村生活にかんす る輝か しい作品で あ るが,t
これには,魯 迅 の作家 としての 才 能が,お どろ くほ どは り き りあ らわれ てい
る。 凋雪 車が 《世界 の リア リズ ム文学 の最 高峰のひ とつ》 といった ことに,同 、
調 しないわけに はゆか ない。
《咽蝋》 の第二 の テーマは,イ ンテ リゲンチ ャで,こ れは魯迅 の作品 の う・
ち農民 のテーマの よ うに,た いせつ な地位 を しめてい る。
《白光》で は,主 人公 と して,田 舎教師 の陳士成 がで て くる。かれは いや
に なるほ ど天敗 しつづけ る,か れ は16回試験 を うけたが,16回 とも落第 した,
それ とい うの も,負 乏で試 験官 にわ い ろ もつか えなか ったか らで あ る。金 がほ.
しさに,か れは堀 下に うめ られ ている宝 を さがす よ うに な る,し か し,金 のか ・
わ りにみつけ た ものは,と ころ どころ欠けた人間の下 あ ご官で あ る。絶塁 し,
気 狂い じみ て死ぬ のが,陳 士成 の悲劇田結末であ る。 この小説 には,ふ るい中
国で は どんなに 出世 しよ うとして 《小八物》 があがいてみ て も,ほ ろびねば な.
らない運命は,さ けが たい,と い うことが しめ されてい る。
あた らしいインナ リの代表 といわれ る 《端 午節沙 の王 八公池玄纏を,魯 迅.
は まるでべ つにえかいてい る。 魯迅 は この形象 をか りて,こ とは の うえ だ け
で,め た らしい ことどもを歓迎 したにす ぎない,そ の当時の甲幽インテ リの精.
神 のむ な しさと偽善 をば くろ した。 《たい したちがいはない》 とい うことばを
か んがえだ した萢玄紳は,こ の ことばで,エ ゴイズ ム と高慢 ちき さのだ きあわ ・
さった無意志 と聖人ぶ った偽善 を正 当化 してい る。
魯迅はそ の小説で,個 人 と社 会のかつ と うばか りで な く,イ ン テ リゲンチ ー
ヤの革命的事件に たいす る態 度 もあ らわそ うとした。 このテ ーマの ものは,魚.
頭 髪 の話》で あ るが,こ れは建 国記念 日に だけ 国の運命 をお もいだす よ うな,、
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窟 由主義 イソテ リの空虚 なオ シャベ リをや っつけてい る。 この小説 の主 人公は
ヨー ロ ッパ化 した中国人で,じ ぶんで も教養 あ り,公 正で,原 則 を もってい る
人間だ と心 えてい る。 ヨーロ ッパで,か れは,中 国人を相手にす るのにい ちば
.ん効能があ るのは,ス テ ッキの ことばだ,と いい きる民族主義に憤慨 した もの
だ った。 した し,中 国にか え ると,か れ じしんが 自国のひ ととつ きあ うただひ
とつの方法 として,ス テ ッキをふ りあげ るよ うに な る。 《頭 髪の話》に は,革
命にたいす るブルヂ ・アイソテ リの悲 観的態 度,か れ らの人民の力 と将来 にた
いす る不信が反映 されてい る。魯迅 は この小説で,空 オ シャベ リのイン テ リや
変 節者に は中国をす くうことがで きない とい うこ とを,政論的傾 向性 を もって,
『は っき りとす るど くしめ してい る。
魯迅が こ うした イソテ リのエ ゴイズ ムと薄情 さに反対 し,《 ちい さいで き
ご と》 の主人公 の車ひ きに ある,働 らく人び とのほん とうに人間 らしい心 を,
かれ らの上に おいて い ることは注意 に値 いす る。魯迅 は この小説で,人 民にた
いす る じぷんの態度 を・かんが えなお してい る。 はた らく人 ・車 ひきの気鐸か
い行いは,か れをはげ ま した。
《この数年来 の役人 の才智 も武人 の勇気 も,子 供 の ころ読 んだ 《子 曰 く,
詩 に云 う》 とおな じ く,ひ とこともおぼ えてい ない。 ただ このちい さいで きご
とだけ が,わ た くしの眼 のまえにたち,わ た くしを恥 じい らせ,わ た くしをふ
る いた たせ る。 それは,わ た くしに勇気 をわかせ,希 望 をつ よめて くれ る。》
この小説 のエ ピ ソー ドは,ち よっ とみ るとあ ま りに も日常平凡 な ことであ
り,と りたて る こともな さそ うで あ る,し か し魯迅に とって は深刻 な意味があ
った。 まぎれ もない ヒューマ ニス トとして魯迅 は,ち いさな,め だた ない こと
に さえ,人 民 の気だかいた ま しい のあ らわ れをみ る ことがで き,読 む ものにか
れ らへ の愛情 と尊敬 をお こさせ る。 しか もかれ はそれを声だかに議論 したので
は な く,作 品の芸術的真実性に よって な しとげ てい る。 ヒューマ ニズ ムは,か
れ の作品で いちぽん重要 な特徴のひ とつで あ る。
魯迅 の作家 としての方法は,憶 測 してつ くりだ した形 象や境 遇 とはべつ な
もので あ る。 かれは同 じ時代 の人び とが した よ うに,き わ だ った ものを さが し
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・だ して,生活を誇張 したのではない。魯迅は平民の 《小人物》を,あ りふれた
=環境のなかでえがいた。車ひき,田 舎教師,宿 なしの雇農,農 村 の女,と るに
た らないような小さい店のあるじ,こ れらに魯迅の注意があつ まっている。か
れ の作品中の主人公たちは,そ の生いきとした人間のすがたを もって,直 接に
生 活のなかか らあゆみだ しているが,魯 迅はそれをつたえることができた。魯
迅 はチ ェホフとおなじように 《生活 の悲劇性》を しめ し当時の中国文学につよ
くあ らわれていた 自然主義の影響におちいるようなことはせず,人 民のなかに
あ るす ぐれた品質をめざめさせ ようとした。主人公に独特な個人的風格を もた
せ た魯迅は,あ る社会階層の典型的特徴をそのなかに集中させている。
封建制度のぼ くろは,中 国ではあた らしい ものではな く,18世紀には有名
な呉敬梓 の 《儒林外史》がある。19世紀 と20世紀のさかいに,風 刺小説のヂャ
γ ルで,呉 沃尭,李 宝嘉,曾 撲があ らわれて成功をおさめている。かれ らの作
品 は,官 僚の収賄,腐 敗,地 方裁判所の横暴,ふ るい教育制度,迷 信,売 淫そ
のほかの社会悪をぼ くろして,封 建制度がお とろえてゆき,ど うして もほろび
ることを しめ した。 しか し暴露小説の代表者たちの批判的 リア リズムは,ふ る
い中国社会にあるおお くの基本的矛盾にふれないのがつねで,農 民はふつ うこ
れ らの作家の視野のぞ とにあ り,かれ らの批判は徹底 した性質をもってい ると
はかぎ らなかった。
魯迅の リアリズムの,あ た らしい革命的 ・民主的性質は,第 一に,社 会に
たいす る偉大な作家の態度,人 民の民族的 自覚をよびさまし,悪 を根絶 し,人
間を解放す ることで,ふ るい社会を改造 しようとしていることに,封 建主義の
反動勢力 とそれが生みだ したイデオ ロギイにたいし,徹 底 した容赦のないたた
かいを したことにあらわれている。魯迅の リア リズムのば くろの力がいちばん
高度に達成 されでい るのは,ふ るい 中国農村 に題材 をとった作品,と くに 《
阿 Ω正伝》である。
《……魯迅は崩潰過程の うちに,封 建社会をえがいた と毛沢東同志は
か いている 一一かれは,帝 国主義勢力が人民を圧迫 している社会制度の害毒に
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ムチを くわ えた。 かれ は怒 りの こもった風刺 の筆で,こ れ らの暗黒勢力 をえが
(1)
いた……》
魯迅作 品の特徴 は愛 国主義 の精神で あ る。封建的圧迫 のカセのなかで たた
か う祖国 と人民 への愛 は,魯 迅 を中国解放 のたたかいにふ るいたたせ た。圧迫
されてい る農民 にたいす るかれ の同情 にはペ シ ミズ ムがない。 中国をお くらせ
て いる崎形的 な ものにたい し,か れ の批判 は情 け よ うしや ない。べつ な人間関。
係 を もつ将来が必ずや って くることを魯迅 は信 じて うたがわ なか った。 この希
望 は 《故郷》に あ らわ され ているが,そ の表現はすば らしい。
《たか い壁がかれ らをへだて るこ とな く,わ た くしの よ うに さみ しい放浪
の生活 をせ ず,ま た閏土 の よ うに 愚鈍 に もな らない よ うに とお も う……かれ ら
は,わ れわれ の しらないあた らしい生活 を しなけれ ばな らない……
希望 とは,あ る ともいえ る し,な い ともいえ るで あろ う。 それは道 のよ う
な もので,人 び とがふみ しめて道 とな るのだ。》
1926年に,魯 迅 の二 番 目の小説集 《彷復》 がで きた,こ れ は1924年か ら19・
亀
25年のあいだにかかれ た11篇の短篇 をあつ めた ものであ る。 魯迅 は ここで も,
中国 の現実 を リア リスチ ックに しめ し,ふ るい半封建 的 ・半植民地的中国 のや
まいを,あ いかわ らず 断乎 と してぼ くろ した。
この小説 集のは じめにあ るのは 《祝福》 で ある。 主人公祥林媛 の運 命は,
人 が人 をに くみ偏見が支配的 とな ってい た,ふ るい中国農村 の何百万 とい う女
の運命で もあった。 祥林捜は実直,真 面 目,情 けぶか く,は た らき好 きであ っ
たが,み じめで残酷 なまわ りの条件のため,い や しい奴隷 の よ うな嬬 に なって
,
い る。 いた ま し く,よ ろ こびのない生活が,祥 林媛 の性質をわ る くして しまい・
か の女は 自信が な くな り,頭 のはた らきはにぶ くな る。 か の女が心を うこかす
のは,た だ来世 とい うものがあ るか ど うかだ けで ある。祥林 捜は,か の女 をあ,
くまで こきつかいなが ら,の ちに年 を と り役に たた な くな る と追いだ して乞食
に し,餓 え死 に させ た,家 の人 び と対置 され て,そ の形象 が つ よ め られ て い
る。
(1)毛 沢東,延 安で の魯迅 記念演説,雑 誌 《7月》,1939年,第10号。
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1《 離婚》 にはほかの典型 の中国の女がい る。愛姑 は祥林捜の よ うに人間 と
して の女 の権利 をみ とめ ない封建的 な家庭 の しきた りのギセィ となってい る。
しか し愛姑 は,祥 林捜 とはちが い,あ ざけ られ るのに たえ しのんで,だ まって
い よ うとは しない。 忍従 とす くいのない宿命 に とってかわ り,'じぶん の権利 を
ま もろ うとして抵抗が は じまる。 この抵抗 には まだ限界があ る。 愛姑 は じぶん
の た め に,ひ と りで,た たか ったので あ るか ら,失 敗 したの も不思議では な
い,封 建的秩序 を ま もってい るものが勝利 をお さめ る。 しか し,愛 姑 の よ うな
何百万 とい う中 国の女が,め ざめて,じ ぶんたちの権利 を まもるために,た ち
あが ることが,読 み手 にはあき らかに なる。
封建的伝統へ の抵抗 をえが きなが ら,魯 迅 は早期の作 品において,幾 世 紀
もの暗黒 支配 に反抗 してた ちあが った孤独 の主人公 を大衆 のなかにみ つけた。
この面で特徴 があ るのは 《常夜灯》 であ る。 吉光屯 の常夜灯 は村 の年 よ りがい
うよ うに梁の武帝の ときに火が ともされ た もの といいつ たえ られ,中 国の封建
柚 会がみ じめ なの ままでかわ らないでい ることを象徴 してい る。 わか い もので
さえ,そ の火 をけせ ぽ 《世 のなかがお しまいになる》 と,か た く信 じてい る。
この常夜灯 をけ し,そ うした迷信 を うちやぶ ろ うとしたわか ものを,村 の人 び
とは,ち よ うど 《狂人 日記》 の主人公の よ うに,気 ちが いあつか いをす る。 《
火 をけせ ぽ,い な ごも畑をあ らさない し,わ るい病 気 もな くな る》 と,わ か も
のはい う。脅 して もす か して も,か れ の意志 を うこかす ことはで きない。かれ
の悲劇 は,た だひ と りで抵抗 しなけれぽ な らない ことで あ る。 村 の衆はかれ を
理解 し,た すけ るどころか,反 対 に,制 裁を くわ え よ うとす る。
魯迅 は早期 の作品では,ふ るい中国農村 の無 智,無 関心 と虐げ られて い る
人 び との うしろに,ま だ農民大衆 の革命的力をみなか った。 この ことは 《咽賊
》 と 《彷程》 の作品か らみ ていえ る。 かれは農民の解放 を熱烈に もとめたが,
そ の解放 も外か ら くるのをあ てに していた。 まだ マル クス主義者で なか った魯
迅は,ふ るい 《病的》社会を くつが え し,社 会の進歩 を うながす ことので きる
力 を,か れが ほ とん ど しらなか った頭 を もたげは じめたプ ロレタ リアー トにで
な く,そ の運 命に関心 をそそいでいたインテ リゲンチ ャに もとめ よ うとした。
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これは とくに 《彷復》でいち じるしい。
魯迅の小説中の性格 と立場は,辛 亥革命後 と,過去の重荷か ら解放され,
自由,平 等と進歩の思想をまもることが 目前のしごととなつていた転換時代に
おける,中 国の農村 と都市のインテ リの生活を,完 全に鮮明に反映 している。
インテ リゲンチ ャが人民を精神的にめざめさせ ることがで きるためには,そ れ
が堅強で思想的原則性をもち自由意志がなければな らない。 まさにそのため,
魯迅はインテ リゲソチ ャを理想化せず,反 対にその否定的な特徴の批判に注意
を集中 し,社 会や人民のため何に もな らず,灰 色の空虚な生活をしているイソ
テ リゲソチ ャの典型をしめしたのである。魯迅は,困 難のまえに降伏 して倦怠
にふけっているものを非難 し,二重の道徳を もった順応者や保守主義者をきび
しくば くろした。それや これを,か れは半封建 ・半植民地的中国社会のいけに
え とかんがえたのである。
魯迅は 《彷復》のなかに,イ ンテ リゲンチ ャの画廊をひ きだ している。幻
滅 と生活への無関心,こ れが 自信を うしない貧困におちこんだ 《居酒屋にて》
の呂緯甫の運命である。 呂緯甫は友 と 《中国の将来の運命を終 日論 じあった》
ことを,か なしくお もい うかべ る。 しか し,人 生の悲運に うち くだかれた10年
のあいだに,あ た らしい 思想はわすれて しまい,あ いか わ らず 儒教を おしえ
ている。 呂緯甫は 《どうにかお茶をにごして》 とい う,かれのことば どお りの
生活をす るようになった。
美 しいけれ ども幻想的な夢 と平凡な生活 とのかっとうをあ らわ してい るの
が,《 幸福な家庭》である。やす らかで平和 な家庭をか こうとしためのでない
この作家,そ の作品の主人公の幻想は,プ チブルヂ 。アの幸福のわ くをでてい
ない。
魯迅はおなじ名前の小説か ら,尊敬すべ き(?)哲 学者高の悪徳,無 智,
あつか ましさを,あ ざわ らっている。高先生にあるのは学問ではな く,自己宣
伝 と恥ずべ き行いで,ま じめな仕事 よりは賭博で手軽に もうけよ うとい うので
ある。高は進歩的とみ られ るのがいやではな く,新聞には,勿 体ぶ った題で 《
祖国の歴史の修正一 中国市民の任務》 といった小論 ものせ た りす る。 しか
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し,女 子中学校ではじめての授業で失敗 してか らは,あ っさ りとじぶんの信念
はすててしまい,学 校 とくに女子の学校は,風 俗をそこな うとい う考えを もつ
ようになる。
《石鹸》の主人公四銘は頭のにぶい保守的な男で,偽 善者である。時代思
潮に したがい,か れは息子に英語をお しえ こむ,し か しじぶんは瀬惰な友だち
のなかまにはいって 《全国民が貴大統領に請願 して,聖 経を重ん じ,孟母を崇
拝することに より,風俗のすたれれをとりもどし,国粋の失われないよう,と
くに明令をだされることを議す る文》をどう書 くべ きか と心を くだいている。
この種の宣伝に よって,魯 迅は四銘 とその仲間の,頭 はにぶ く自己満足 しなが
ら,封建的な古い ものをまもろ うとしている連中を,す ば らしい手ぎわでば く
ろ している。
《兄弟》の張浦君は四銘 とお な じ く偽善 者である。みかけは立派だが,
かれは じぶんの生活のために,動 物的な恐怖にとらわれているか ら,いつなん
どき罪を声か し,肉身の弟をなきものにするかわか らない。
むろん,こ うした主人公 と,こ れ らの代表するブルヂ ョア ・インテ リゲン
チ ャに,魯 迅は同情をよせ てはいない,も っとも,かれ らのなかには 呂緯甫の
ように,魯 迅が愛惜 した人物 もいない ことはないが。
魯迅はその創作方法に反 して,と くに 《孤独な男》 と 《傷逝》では,誇 大
なことぽで表現 している。 しか し,こ こで,か れは理想的なインテ リゲンチャ
の型をつ くるために,生 活の真実 とはちがわせているよ うにお もわれ る。つ よ
く自信にみちた人が らの教師魏連受は,ふ るい社会をに くんでいる。かれが よ
ろこべ るのは,中 国の希望 とその将来がある子供たちだけである。 しか し,そ
の魏連受さえ,お しまいには,う ちまかされてその独立不 きの精神を うしなっ
てしま う。餓 之と生活の必要に より,かれはむか しの信念をかえ,か っては,
に くしみそのためにたたかいも したものを,あ がめなければならな くなる。か
れの不幸 と孤独は深刻である。
《傷逝》では,む ごい世間か らのがれた若 ものの幻想的なこころみ と幸福
な家庭 の夢 を,人 生が どんなに うち くだいているかを しめ している。魯迅は
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盲 目的な愛情のために人生か らはなれた ことを非難 しているが,小 説の主人公
滑生の心をひ きつけた あた らしい道は,や は りぽんや ととして曖昧なものにお
もわれ る。人民大衆 と革命斗争か らひきはなされた,中 国のあた らしいインテ
リゲンチャの運命の悲劇を,魯 迅はひ じように力つ よい芸術性 と説 得性でえが
いた。それゆえ,魯 迅 の伝記をかいた王士蓄が,イ ンテリ階層に積極的主人公
をみつけ られなか った魯迅が,ふ たたび農村に もど り 《彷裡》の 《離婚 》をか
いた理 由はそこにあることを指摘 している。
そのころの魯迅は,一 時的に幻減を感 じ,期 待はずれの,じ ぶんの階級の
代表者たちに支えとなるものをみつけ られないで,孤 独感におちいっていた。
魯迅の詩 《彷復に題す》にはその理由がのべ てある。
あた らしき文学の国はさみ しく
いに し戦さのにわは しずか
あ もつ ち
天地にの こる戦士はひとり
レエこ
戟をにないていたず らにさまよう
しか し,こ の 一 時的な幻滅 も 《病 い》 を もってい るふ るい社会が必然的
に崩れ さ り,あ た らしい社会勢力が勝利 をお さめ る とい う,魯 迅 の確信 をゆ さ
ぶ るこ とはで きなか った。 そのために,か れ は作品をかい てい る。魯迅は寸時
もたたか いをやめた ことは なか った。 イソテ リゲンチ ャの彷裡,社 会生活 に お
け るかれ らの消極性 と弱 さを しめ して,魯 迅 はあいかわ らず,周 囲の中国の現
実 のお くれ て保守的な もの,み に くくていや しい ものに,風 刺の劒で打撃 をあ
たえた。
その精神か らい って 《彷裡》 にちか いのは散文詩 の 《野草》(1927年)で
あ る。 これ は短か い24篇か らな り,内 容 は多様で あ るが,あ らわ され ている気
分 と芸術的特異性にはふ さわ しい。 さい しよ,こ の散文詩は1924年か ら1926年
にかけ て雑誌 《語継》に のった。
《野 草》には,魯 迅 の探索 と沈思 の世界,か れ がたたえた,人 間 のた ま し
いの気だかい 理 想 の 世 界 が ひ らかれ てお り,悪 と残酷にたいす る辱 しめがあ
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る。 《野草》に よってわか る ことは,魯 迅 が どれ ほ ど深刻に,人 び とと社 会現
象 を批判 してお り,そ れに,ど れだ け正 し くまた表現力に とんで,人 間ゐ感情
や 気分 の あ らゆ る矛盾や移 り易 さを ことば につ たえて い るかであ る。 《野草
》 の文体の特異性 は,そ の ジ ャンルが変 ってい るとい うだけで な く,時 代の条
件 に よって も説 明で き る。魯迅はみずか ら 《野草》 英訳本 の序》でそ の特徴を
の べ てい る。
《おお くは,折 にふれて の感想 であ る。当時 はは っき りと物 をい うことが
む ず か しか った ので,だ いぶすな おでない言葉づか いが あ る。》
魯迅は よ く,夢 の形式 をか りてお り,幻 想 的要素をひろ くとりいれ,比 喩
:にた よってい る。 魯迅は好んで中国 の風景 をえがいてい る,が そ の観察 はす る
どい。そ の風景描写 《雪》,《 秋の夜》 に は リリシズ ム ときび しいほ
ど の簡潔 さがあ る。
《野草》 の内容には,社 会の流れがは っき りと感 じられ る。 魯迅 はいろい
ろ な社会 ので きごとや現象にたいす るtぶ んの態 度 をあき らかに してい る。 街
二頭 のや じ馬 どもをに くんだ魯迅は,《復讐》でか れ らの悪 をあ ざわ らってい る。
《この ような戦士》に は,軍 閥につか えてい る,偽 善的で狡滑 な学者や文学者
とたたか う,不 屈 の決意があ らわ され てい る。 《智者 と賢人 と奴れ い》は,抗
議で きない奴れ いに適確 な性格 をあたえてい る。 《立論》 で,魯 迅 は正直 な人
澗 として とお り敵 をつ くらない よ う,じ ぶん の考え を発表 しないのを分別 と心
得 てい る,イ ソ テ リの無原則性 をか らか ってい る。 《野草》 の作品 のい くつか
は,中 国社会生活 のあ る具 体的事 件か らでてい る。す なわ ち,段 祓瑞政府 が北
京 の学 生 デモ隊を 射殺 した 事件 ののち 書かれ た のが 《色浅 き血痕 のなかに》
で あ る。
《野草》 の題辞》 は,カ モ フラージ ュした形 の うちに,反 動権力の横暴 が
あ らわ されてお り,革 命斗争 のたか ま りがほのめか され てい る。 《野草》 の第
4版 がでた1928年に は,お けがあ って,政 府 の検閲に よ り序 はけず られ た。
しか し 《野草》 には,魯 迅 の内的矛盾 と,そ れに打 ち勝 と うとす るかれ の
党 たか い も反映 され てい る。病的に 矛盾 した気分 を もた らす ものは,《 影 の告
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別》,《 墓碑銘》,《 死 火》などである。魯迅はこれ らに,じ ぶんの内的世界
と体験を分析 しようとした。後になって,か れはいっている。
《その後わた くしは もう,こ うい うものが書けなか った。時勢の移 り変 り
を うけて日々に変ってゆ く環境のもとで,お なじよ うな印象があるに して も,
ζうい う作品は もはや必要でない。つ まりは,このほ うが よいのか もしれない》
《野草》の意義は,そ の高い芸術的成功 と明確な文体の独 自性にだけかぎ
られない。特異な深み と思想 の躍動性のある内容は,思 想的に転機にあった時
代の作者の精神を理解す るたすけになる。
《野草》をかいた年に,魯 迅は封建的 ・帝国主義的勢力 と不屈のたたかい
をしていた。 これは 《華蓋集》(1926年)《華蓋集続編》(1927年)におさめ
られている,か れの戦斗的 ・革命的政論をみれぽわか る。主 として,こ の漫筆
とい うか小評論 とで もい うものは,そ の文体か らいって,お お くは一般に散文
詩である。 しか し,そ のテーマは尖鋭 きわ まりない。魯迅は反動的な章士釧の
《現代評論》派の人び とに,く ってかか っているし,北京女子師範大学の革命
的傾向をもった学生を,お お くの文章 のなかで支持 し,警 察の迫害をば くろし
ている。魯迅のこの政論集の内容を特徴づけて,有 名な批評家で中国共産党の
指導者のひ とり盟秋白はかいている。
《むろん,こ れは社会科学の論文ではな く,生活体験を直接 とらえたもの
にす ぎない。 しか し,か れの神聖な憎 しみ と鋭い風刺は,軍 閥,官 僚とかれ ら
の走狗たちに集中している。》
しか し,こ の年代の魯迅は,文 学の戦線での革命斗争中のじぶんの地位が
よくわか らなかった し,《 野草》ばか りでな く 《御 皇》の内容にも反映されて
いる内的矛盾に,最 終的に うち勝っていなか った。
その後,革 命運動が力つ よく高 まった ことと中国共産党の思想の影響 を う
けてか ら,魯迅はは じめて以前 の観点をなげすてたのである。人間の人間に よ
る搾取が支配 してい る古い社会制度をほろぽすためには,あ くまで も大衆を醒
めさせ ることだけでは不充分で,プ ロレタ リアー トの指導す る革命だけが搾取
階級を うちたお し,中 国人民に解放をもた らす ことがわか った。 《二心集》 の
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序 で魯迅はかい てい る。
《は じめは,よ くしってい る じぶんの階級をに くみ,そ れ がほろび るのを
くやみは しなか った。 のちに,事 実 の教 訓に よって,頭 を もたげ てきた プロ レ
タ リアー トだけに将来が ある ことを しった。》
この マル クス主義へ の転化 を準備 した ものは,魯 迅 のそれ までの活動,か
れ の革命的 ・民主的思想 の発展,農 民 の解放 と個人 の精神的解放 のためたたか
った,徹 底 した反 封建 ・反帝 国主義斗争で あ る。
早期 の魯迅 のふ るい社会にたいす るたたか いは,小 ブルヂ ョアの革 命性か
らでた,愛 国者 と人民 をい とお しむ ものの戦 いで あ って,プ ロレタ リア ー トの
階級的立場か らで た ものでは なか った。 あた らしい社会 を夢 み て は い た もの
の,作 家には,そ れ が どの よ うな もので あ り,ど んな社会の力が中国をあた ら
しい社会にみ ちびいてゆ くか を,は っき りと考え られ なか った。 魯迅 は革命的
民主主義者で あった。 かれは人民 の利益 を まも りは したが,ま だ革命 的人民 の
仲間にはは いっていなか った。
1919年の 《5・4運 動》 は,偉 大 な10月社 会主義革命 の直接 影響 を うけ て
お きた のであ るが,こ れ は魯迅 の革命化に,ひ じよ うに大 き い 影 響 を あ た え
た。 魯迅 は 戸シヤ革命 の勝利 を歓迎 した。 しか しマル クス主義 の真理 がす ぐに
わか ったわけでは な く,そ のためには探 索 と内面的 なたたかい,進 化論か らマ
ル クス主義へ の思想 の発展過程が必要で あ った。 雀秋 白は魯迅 の思想 を特徴づ
け てのべ ている。
《魯迅 は進化論か ら階級斗争 の理論に うつ った。 紳士階級に叛旗 をひ るが
え して,プ ロレタ リアー トの事業 と働 らく人民 の,ほ ん と うの友だち戦士に な
った。4分 の1世 紀 のたたか いの後に ……かれは苦 しい体験 と深刻な観察 を と
お して,た ぐいない革命 の伝統 を もつ,あ た らしい陣営にや って きた。》
魯迅 の思想 と作品 の発展は,中 国人民 の民族 鐸放運 動 の先頭 にた っていた
・プロ レタ リアー トが,現 実に 中国の舞台にた ちあ らわれた,《5・4》 事 件 の
後 の,中 国におけ る社 会の変 動 と階級斗争 の性 質を反映 してい る。 早期 の作品
で も,圧 迫 と不平等 を うみだす正当 な らぬ社会 を説 明 してい る。芸 術家 のす る
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どい眼で,魯 迅 は貧富 のあいだ の,お どろ くべ き矛盾,つ ま り,働 らく人 び と
一の血であがなわれ た幸福 をたの しんでい る もの と,主 人の圧迫 の重荷でつぶ さ
..れた もの との矛盾をみ てい る。 この生活 の深刻 な意味 が,か れ の リア リズ ムの
革命的 ・民主的内容をゆたかに してい るのであ る。社会 の否定的現象 を容赦 な
く批判 してい る魯迅 の リア リズ ムは,何 よ りもまず,偉 大 な歴史的転換 時代に
'おけ る中国の現実 の要求か らで た もので あ った。
それ とともに,魯 迅は羅貫 中,施 耐庵,曹 雪芹,呉 敬梓 な ど,不 滅 の中国
古典文学の伝統や,西 洋,主 として ロシヤ の批判 的 リア リズ ムの経験 と立派 な
'成果 な どを うけつ ぎ
,創 造的に発展 させ たので ある。
進歩的で革命的 ・民主的思想 と ヒューマ ニズムの伝統 を もった,ロ シヤ古
典 文学は,魯 迅 の創作方法 の確 立に よい影響 をあた えた。 かれはいつ も ロシヤ
古典文学に 《師 と友》 をみ ていた のであ る。魯迅 がみずか ら認 める よ うに,ロ
シヤ文学はかれ の精神 の糧で あ った。
《ロシヤ文学 は と魯迅は 《中露 の文学 のむすびつ きを祝す》でか いて
い る一 被圧迫者 のす ば らしい魂,そ の苦 しみ,そ のたたかい を しめ してい る
…… ロシヤ の皇帝が中国で侵略政策 を とった ことを ,し らない ものはいないで
あろ う,だ が,そ の文学か ら,わ れわれ はいちば ん大事 な もの,世 界に はふた
'つの階級
,圧迫 者 と被圧迫者が い ることを しった のであ る。
…… これはそ の時 としては偉大 な ことで ,火 の発見に もひ とし く,原 始 人
・が喰べ ものを煮 たきす る ことをおぼ え ,あ か あか とした火で,夜 の暗闇 を照 ら
しだ した よ うな もので あった。》
ロシヤの作家が魯迅にあたえた影響 についていえば,は げ しい風刺家 の ゴ
ー ゴリをあげねば な らないが ,ま た チ ェホ フ も,社 会悪 と 《小人物》の生活に
生 々 しい関心 をお こさせた ことで,影 響 をあたえてい る。魯迅 がチ ェホフに ち
'かい ことは,郭沫苦 が 《チ ェホフ と東 洋》 で,たいへ ん よ く語 ってい る。
《魯迅の作 品に たいす るチ ェホ フの影響 は,テ ーマ,筋 の構成,主 人公 の
・性 格ばか りでな く,作 品の思想 的,精神的な親近性 に,きび し く仮借 な く偽善を
・ぽ くろ してい ることに,ま わ りの現実のけ がれ を一掃 しよ うとしてい る ことに
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(1)
二み ることができる。》
ロシャ古典文学の影響は,作 家 としての魯迅の手法の妨げにはならなかっ
た し,民 族的伝統を うしな うことに もならなか った。魯迅が しご く民族的であ
ることに変 りはなかったのである。かれは綿密に中国文学史を研究 し,そ の結
郎実 として,た とえば,《 中国小説史略》,《 漢文学史綱要》 の精細な著書があ
らわれた。魯迅は施耐庵 の 《水1許》,羅 貫中の 《三国志演義》,と くに呉敬梓
・の 《儒林外史》を高 くかい,過去の作家の経験か らおおくの もの を学 び とっ
た。民族的な物語風の伝統が魯迅の創作方法の形成 の うえでは顕著である。か
二れは唐の古典小説の構成手法を熱心に利用 した。かれの短篇の表現の簡潔 さと
連 貫性 も,古典小説の形態にちかづけている。人物の名まえで も(藍皮阿五,
王髭,紅 眼阿義)《水潜》の影響が感 じられる。《石鹸》の四銘には 《儒林外史
'》の萢進の形象が生き
いきと連想され る。 しか し魯迅は じぶんの作品では,古
典文学か ら形象や手法を,皮 相に も機会的に うつす ことには,が まんができな
か った。古典の伝統 との精彩あるむすびつきを失わないで,か れは多種多様で.
一弾力性
のある,あ た らしい芸術形式を創造 した。茅盾は魯迅の作品のこの特徴
について,《 咽賊》 を読んで》でいっている。
《中国の新文学で,魯迅はいつ もあた らしい形式をつ くる先駆者であった。
《ロ内賊》 のなかの10数篇のほ とん どどれ もが,あ た らしい形式をもってお り,
これ らのあた らしい形式は,わ かい作家たちに,つ よい影響をあたえずにはお
かなかった。》
魯迅は性格や環境を くわ しくか くことはしない人で,描 写は簡潔であるげ
かれの非凡た小説には,気 まぐれで作品の内容に編み こまれた,余 計なものも
一美辞麗句 もない。かれは,こ とばの飾 り,気 どった形容や比喩を注意ぶか くさ
vけている。魯迅が形象をつ くるためには,こ とばは少 くても,ひ じょうに適切
一で表現力に とんだ特徴が ,す こしあれば,充 分だった。孔乙己の人物描写がそ
の いい例である。
《孔乙己は,立 ち飲みの仲間では,た ったひ とり長衣をきていた。かれは.
(1)郭沫若選集,国立出版所,モスクワ,343頁。
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背がたか く,顔 は青 白い,し わ だ らけ の額に は生傷 のあ とがたえず,ご ま塩 の
あごひげ は薄汚か った。 長衣は長衣にちが いないが,よ ごれた ポ ロで,10年も
繕 い もしなけれ ぽ,洗 い もしない とい った代物だ った。》
魯迅 のばあい,細 ごま とした生活 の事柄 を人物 の習慣や心情 を うった え る
ことほ ど重 くみてい ない。かれ の小説には,ふ んだん な自然の描写はないが,
それ を もちいてい るばあいに は,や わ らいだ リリシズムをか もしだ し,光 と音
のニ ュウアンスを巧みにつたえ てい る 《居酒屋 にて》。
魯迅 は長た らしくて,あ きあ きす るよ うな会話 をさけ てい る。 たいていの
ば あい,かれには,主人公 の対人関係 を しめす,短 かい言葉が ち よっ とあれ ば,
ことた りたので あ る。 た とえば,《 阿9正 伝》 の阿Ω とニセ毛唐 の対話がそれ
で,
《西洋先生 の言葉が一区切 りつ くと,阿 Ωは勇気をだ して,口 をきった,
《ええ と……そ の…》 だが,こ ん どぼか りは,ど うしてか,《 西洋先生》
とよびかけ られ なか った。 話 をきい ていた四人がび っ くりして,振 りか え っ
た,そ れで 《西 洋先生》 もや っと阿 Ωに気がついた。
《何だお まえは?》
《わ っ しは ……》
《出てゆけ!》
《わ っ しも仲間に とお もいや して……》
《消えて うせ ろ!》 《西 洋先生》は葬 い棒 を振 りあげた。
この短かい対話には,《 西洋先 生》 の乱暴 な冷た さ と悪意,阿 Ωの ぐず ぐ
ず とした躊 らい と奴れ い根性が あ らわれてい る。
人間の精神世界の反映 を基本任務 とした魯迅は,1人 かまたは2,3人の登
場人物のまわ りに,事 件を集中している。かれの小説には発展 した面白い筋は
ない。主要人物(《 頭髪の話》)の 行いや考えか ら,読者の注意をそ らさない
ように しなが ら,かれは よく小説の外面的な主題をぎ りぎ りまで ち ぢ め てい
る。殆ん どどの作品で も,構成には特異性がある。魯迅は評 論的な本題 をはな
れた話をもちいている。 《阿9正 伝》のまえがきな どは,打 撃性をおびた評論
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乏 してかがやかしい。'
魯迅は同情 し共感をおぼえているもの(《 故郷》の閏土)を,ひ じょうな
暖 かみ と和やかなユーモアでかいている。だが,《 趙旦那》や偽善的で冷たい
インテ リ四銘や萢玄緯にたいす る辛 らつな描写には仮惜ない ものがある。魯迅
が 得意 とす る手法はアイ ロゴィである。
魯迅は小説 と評論で,現 代中国の文学言語 の創造上,お おいに貢献 してい
る。1916年の 《5・4》 の後,《 文学革命》運動をしたおお くの人たちは,人
民 の生き生きした話言葉をもとに した,あ た らしい文学言語の存在権利 を形 の
うえだけで訴えたにすぎなかった。魯迅は小説 と評論に よって,こ とぽだけで
な く事実においても,あ た らしい文学言語の勝利を不動のものとした最初のひ
とである。死んだ文語 《文言》 をいつまで も文学用語に した が って い る人 び
と,文学を物知 りのせ まい範囲のもち ものに し,人 民大衆か ら遠ざけ ようとし
て,清 新さをうしなった古臭いおきま りにしがみついている人びと,こ うした
連 中を相手にかれは勇敢にねば りつ よいたたかいをした。
《文学を物好きの慰み ものに してはいけない と魯迅はかいた す な
おで,わ か りやすい,現 代の文学言語が必要である》。
しかし,魯 迅は生きいきとした話言葉をめざしてはいたが,他 方では人民
性 と人民の智慧をあ らわ している古典文学のいい点 も利用す ることをわすれな
かった。 こうして,作 者の言葉の表現性はつ よまっている。魯迅は作品の言葉
には しごく綿密で,祖 国の言葉の純潔をまもり,ま た これを文学青年にたたき
こんでいる。
芸術の技巧にたいす る魯迅の伝統は,今 日では中国作家の立派な手本にな
ってお り,かれ らは,ゆ たかな思想性ある内容 と芸術的に まとまった形式の有
機的結合を魯迅に学んでいる。
3
●
1925年8月,教員騒動に加わ ったこと,そ れに北京の学生の革命的要求を
支持 したかどで,魯 迅は,反 動大臣章士釧の命令に より,教 育部倉事の職をと
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かれた。 魯迅 にたいす る攻撃 はは じまった。1926年8月,魯 迅は北京 か らtaf5
にゆ き,厘 門大学文科 国学 系の教授に な ったが,1927年1月には革命 的な広東
へ移 って,中 山大学文学 系の主任に なった。 蒋介石が反革 命の裏切 りを してか
ら,広 東では大がか りに コミュニス トが とらえ られ て殺 された。 国民 党のはげ
しいテ ロは進歩的学生に ものびた。学 生の側にた っていた魯迅は退職 しなけれ
ばな らな くなった。 警察 の追手はかれに もせ まっていた。1927年10.月,かれはL
上海に いって,そ れ以後ず っ と住みつ くことにな った。
上海時代 の魯迅 は,文 学 と社 会沽 動にす っか りうち こんだ。か れは甲国共.
産 党 の指導す る人民大衆 の車命運 動で,最 も頑強 な執士 のひ と りに な り,マ ル
クス主 義思想 の影響 の もとに,以 而 の観点 をす ててプ ロ レタ リアー トとそ の党.
の立場 へ と移 った。魯迅 を 《組織には いっていない コ ミュニス ト》 とよんだモ.
沢東 同志は,魯 迅 が国民宛 の反 来 《討lx?2と車命か よ り一眉探 まっ7こ町代に,
甲国革命文化 の とびぬけ た沽 動家に なった,と いってい る。モ 次果 回志 は,魯
迅 を宛の立場に たった作家 と して,符 像づけ てい る。
《轡迅は組織 の うえでは コ ミュニス トでは なか ったが,かれの思想,行 動 》
作品 はマル クス主義化 していた……かれ は生涯 のおわ りに,ヲ ロ レタ リアー ト
くり
と民族解放 の立場 か ら真理 と目由のためにた込 か った……。沙
1928年か ら1930年にわ た り,《 文学革命か ら革命文字へ》 のス ローガ ンが・
展 開 された。 中国 の革命叉字 の性質にか んす る論争に参加 したかれ は,マ ル ク
ス主 義 の文学芸 術論 を知悉 す る ことにな った。 ち ょうどこの頃,魯 迅 は 《ソブ
ェ ト・ロシヤの文芸 政策》 とよばれ るイ デオ ロギイの請問題 にかんす る全 ソ淫
邦共産 党中央委員 会の決議,ま た,プ レハ ーノブとル ナチ ャルスキイの一連 の
文芸論 を中国語 に謙 訳 して出版 した。
1930年10.月,上海 でひそか に集会があ り,魯 迅 を先頭に した 《左翼作家連一
盟》 がつ くられ た。革 命文学 と進歩 的文学者 の団結 のため,左 連 の指導 を実現.
しよ うとして,魯 迅 は中国共産 党 の政策 をお こなった。 党は作 家にそ の作品 を
曝
もって革命に,人 民大衆の反封建 ・反帝国主義闘争の任務に,つ かえ ることを二
(1)毛 沢東,延 安 に お ける魯迅 記念集 会で の演 説,雑 誌,<<7月》1939年,第10号。
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よびかけていた。 党 の指 示に こたえた左翼作 家が この計 画を実現す るに あた っ・
ては,魯 迅 の文学 的 ・社会的活 動がおおきい役割 をはた した。 上海 時代 の魯迅
は 中国共産党 の地下組織 とむす びつ き,コ ミュニス ト作 家の凋雪津・,柔石,唐
艘 と親 し くした。 かれの上海 の住 いは一再 な らず 国民党 の警察におわれ る コ ミ
ュニス トの隠れ家にあて らた。魯迅 と崔秋 白は文学上のふか い友情に よってむ
す ばれ た。 崔秋 白は中国共産党 と労 働運動 の著 名な活動家であ り,ロ シャ文学
の翻訳者 として知 られていた。かれ は30年代 のは じめ,上 海 のイン テ リのなか・
で党活動 を していた。 魯迅 は共産党指導 の もとの中国人民 の勇敢 なたたかいに
はげ まされ て,倦 む ことのない緊張 した仕事 をつづけた。 《党は魯迅に力 をあ
たえた》 と漏雪 斗はか いてい る。
まわ りにあつ まった有能 な文学青年 を,魯 迅 は心棒 つ よ くお しえ,お お く.
の若い作 家に又字 を し らせ た。 肢夫,葉 紫,粛 紅 そのほか の若い作家 の本がで
たのは,か れ の直接 の援助 のためで ある。 魯迅 は これ らの本に序 をかいて,高.
く評価 した。かれ は若 い人に,お ごる ことな く,人 生 と創作に たい しては,表
面 だけ をみて軽率に たちむか うことのない よ う警告 し,貴 い実際的 な忠告 をあ
たえ,創 作上 のゆ たか な経験 をお しみ な く分 ちあたえた。かれが青年作 家にあ
たえた主 な遺 訓は,人 民につか え,狽 強にね ば りつ よい仕事 をす る こと,で あ
った。
この時代 の魯迅は多 くの編集 を してい る。1928牛に雑誌 《語聯》 の編集 を
し,(1930年国民党 の検閲に よ り禁止 され た),お な じ年 の6月 あ らたに 《i奔
流》 を先にた っては じめたが,1929年12月には,単 命師な言論 と又字の聞題 に
マル クス主義 の論文 をのせ たため,国 民党の禁止す る ところ となった。 魯迅 は
左翼作家 の出版 をたすけたが,そ れ はひ じょうに積極的だ った。 かれは左翼 の
機関誌《繭芽》,《前哨》,《十字街頭 》,《海燕》な どの主編であ った。
上海 時代の魯迅 は,革 命的傾 同の青年 ・学生 と関係 をたた なか ったのはむ
ろん の こと,かえ ってそ のむす びつ きをつ よめた。1927年10月に上海へゆ くと7,
そ の月 の うちに,労 働大学,萱 南大学,大 夏,復 旦,光 華 な どの大学で,文 学
と文化 史にかんす る講演 を した。1932年の11.月には,し ば し北京 に滞在 した暇
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を利用 して,各 大学で講義 した。魯迅は中国青年のよき友であ りよき師であっ
た。かれは青年の熱烈な感情,革 命的情熱を理解できたので,同 じ思想を もつ
ことは容易であった。かれは青年に,革 命の信念,祖 国と人民への愛情 をふき
こんだ。
上海時代の魯迅 の社会的・政治的活動 は,激しくては りつ めた ものであっ
た。かれは積極的に各種の民主的 ・愛国的団体 をつ くって参加 したが,そ れに
は,革 命互済会(1928年),自由大同盟(1930年),民権保証同盟(1933年)
がある。魯迅は世界文化の活動家たちの,反 ファシズム運動を全面的に支持 し
た。1933年3月,かれは上海の ドイツ領事館にいって,フ ァシズムのテロにた
N・す る抗議書を手渡 した。1933年9月,上海で秘密にひ らかれた国際反フ ァシ
ズム会議は魯迅を主席にえらんだ,か れは会議に出席できなか ったが,仕 事の
縁 うは援助 した。
国民党反動は 警察の追跡,残 酷な検閲に より思想的 妨害活動を しようと
し,作 家の逮捕 と秘密の殺毅に よって中国の革命文学の発展をおさえようとし
た。魯迅や左連 の戦斗的な友人の作品は,禁 止本の リス トにいれ られた。検閲
'官 はお もうとお りに魯迅の政論をけず った。魯迅は警察の追求をのがれねぽな
らなかった。反動はその権力を危 くする魯迅 を罰 しようとした。1930年3月,
漸 江省の地方国民党機関は国民党中央執行委員会 とな り,反動的な南京政府は
魯迅 の逮捕令をだそ うとしてお り,フ ァシス トはかれにたいす る悪企みを用意
していた。 しか し,魯迅の権威 と人望は高かったので,全国民の怒 りをおそれた
国民党は,つ いに手をくだせなか った。1931年2月に国民党に銃殺された左翼
作家五人の死を,魯 迅はふか くかなしんだ。 しか し,か れは一刻た りとも戦い
の場をすてた ことはなかった し,ま た,絶 望や悲観におちたこともなかった。
かれは中国文学 の革命の力をかた く信じていたのである。
《プロレタ リヤ文学は もっと成長するだろう。なぜな らそれは広汎な勤労
大衆のものだか らである。 しか も,そ れが存在 し,き たえ られ,お となになる
か ぎ り,革命的プロレタ リャ文学 も成長するだろ う。》
魯迅政論の精華 といわれ るものは上海時代のものであ る。 この時 代 の評
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論,フ ェリエ トン,演 説,小 品文は多 くの文集,《而己集》(1928年),《三間集》
(1932年),《二心集》(1932年),《偽自由書》(1933年),《南腔北調集》(1934
年),《准風月談》(1934年),《花辺文学》(1936年)に収め られ てい る。 魯 迅
の死後1936年に雑文集が3冊,つ ま り 《且介亭雑文》その他のものが出版され
た。
魯迅に とって,雑 文は革命 と人民の利益に用いる,き び しい戦いの武器で
あった。革命の深刻化 と国民党反動の反革命 《討伐》 とい う,あた らしい情勢
のもとで,魯 迅は政治的立場 をはっき りさせた。かれは革命的プロレタリヤ と
中国共産党の戦斗的任務を遂行す るために雑文をかいたのである。当時の中国
で,か れの雑文の影響 をうけないものはいなかった。かれはいつで も思想闘争
の最前線にいた。魯迅はひろい戦線で攻撃を くりひろげた。すなわち革命をお
さえつけ ようと空 しい努力をしている,反 革命国民党権力にたい し,日本の中
国侵略をたすけ共犯者 となってい る帝国主義諸国にたいし,《 資本主義を攻撃
す るのは文明にたいす る挑戦である》 と論ずる反動教授にたい し,シ 。一ヴ ィ
ニズムを宣伝す るフ ァシス ト文学者にたいし,攻撃 を展開 したのである。魯迅
は軍閥の罪悪,ブ ルヂ ョア博愛の偽善,日 本帝国主義の満洲侵略開始 となった
ユ931年の9・18事件における国民政府の裏切 り政策を容赦な くば くろした。か
れは黄色刊行物の中傷的非難に反撃 し,人 民のための民主的 自由と婦人解放を
要求 し,労 働者階級の要求 と青年学生の革命的活動を支持 した。
魯迅は抗 日民族統一戦 線 の結成をとなえた中国共産党のス ローガンを最 も
熱烈に擁護 した。かれは侵略者に断乎 として反撃す るためには,統 一戦線の旗
の もとに,中 国の作家が例外な しに団結すべきことを うったえた。かれは ここ
に中国人,愛 国者 としての使命をみいだ したのである。
《わたくしは全人民の抗 日戦線政策に,全 面的に賛成す る……しか も文句
な くこの戦線に加入す る,なぜ な らわた くしは作家であると同時に中国人であ
るか ら。この政策は全 く正 しい。わた くしは この戦線に加入 し,ペ ンと作品 と
翻訳でたたか うつ もりである。必要 とあらば,ペ ンのかわ りにほかの武器をと
る ことも辞 さないであろ う。》
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魯迅は心の底か らソヴエ ト同盟 の友で あ った。 かれは ソヴエ トで平和 の ケ
ちに建 設 のすす んで い る成 功ぶ りに,じ っと眼をそそ いだ。 かれ の ことばに よ
る と,こ の成 功はかれに勇気 と 《階級 のない社会のあ らわれ る確 信》 をお こさ
せ てい る。 かれは軍閥や ソヴ ェ ト・ロシャに十 字軍 をお こそ うと している戦争
火つけ人 の デタラメな 中傷 を ば くろ してい るが,そ れには 怒 りが こもってい
る。 《われわれは も う欺 され ない》で魯迅は毅然 として こ うい ってい る。
《われわれは ソヴエ ト攻撃に反 対す る。 暗黒勢力がいか に甘い 言葉を ささ
や き,い か に正義 の仮面 をかぶ ろ うとも,わ れ われはかれ らの ソヴエ ト攻撃 を
粉砕せ ね ぽな らない。 これ こそわれわれ の生 きる道であ る。》
魯迅 の政論,小 品文,演 説,フ ェリエ トンの特徴 は,高 度 の思想性 と原則、
性,短 刀直入 の意見,風 刺的ば くろ,そ の燃え る よ うな情熱 と力にあ る。輩秋
白は 《魯迅雑感選集》 の序 で,政 論家魯迅 の主 な特徴 を四つ あげ ている,第 一
に生活 を直視で きるめ ざめた リア リズ ム,第 二に尖鋭 な戦斗精神,第 三 に 自由
主義 と資本主義 にたいす る不寛容 の精神,第 四に虚偽,偽 善に たいす る不寛答
で あ る。 これ らの特徴に よって,魯 迅 の政論は強力 な思想闘争 の武器 となって
いる。
魯迅は雑 文 とい うヂ ャンルに ひ じょうにおお きい意義 をあたえ,創 作 と し
て高度の要求 をだ してい る。 かれは雑文 の うちに,芸 術 的典型 をつ くり,成 功・
し,そ れ に よって思想 をつ たえ る ことがで きた。 た とえば 《ぢ中》で,そ れは,
た ま しい を売 りわ た したイ ンテ リや心 に毒 を もちなが ら殊勝 な顔付 を している
緑 で もない者共 の典型で あ る。かれ らのご主人は 《犬 の嗅 覚にた よっている》
雑誌 を読 まない軍1街や,買 弁,外 国人であ る。 こ うい う憐れ な犬 どもは,ご 主 一
人 よ りず っと危険 な ことがあ る。魯迅 に社会現象 の本質その ものがあばけ たの
は,芸 術 の典型化 を この よ うに扱 っていたか らで あ る。
魯迅 の雑文 は形 式が多様 なぼか りではない,そ れ を成 功 させ てい るのは,
高度 の芸術上の特色があ るか らで,迫 真性 ある言語,弾 力性 あ る芸術 方法の駆.
使,そ れに何 よりも比 喩,誇 張,す る どい風刺,ユ ーモ アな どであ る。
思想性 と戦 斗的情熱 のむす びつ い た 魯 迅 の 手 腕 に よって,そ の雑文 は革
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命 教 育 の 力 つ よい方法に なってい る。 残酷 な階級闘争 の ときにつ くられたか
れ の雑叉 は,敵 をに くしみ,革 命 の勝利 のためたたか うことを教 えてい る。 魯
迅 の雑又 のなかでおお きい地位 を しめ してい るのが,文 学批評であ る。 革命文
1子と左浬 の債勤 にかん して論争 のお こなわれ π時代に,魯 迅は革命的 な中国文
字 の埋論削基礎 の仕事 を し, まー も りとお した。 社 会主 義 リア リズ ムの原則 を肯
定 したかれは,《 純耕芸術》 の礼讃 者の 《新月柱》,国 民党反動にお された 《
氏 族王義又字》 の シ ョーヴ ィニス トのス 騨一ガ ンに反対 し,叉 学 に儒教 の教 え
をつ き こも うと しπ,あ た らしい古典主義者 をあ さわ らった。 反動田 な ブルヂ
ョア思想 の影響 を うけ π忠潮 と理論 を もつ,異 買の車命文学 とのたたか いで,
魯迅は忠想上 の敵 とは紫励 しなか った。
左連が結成 されて沽動 した時代に,あ る批評家や作 家たちには,プ ロ レタ
リヤ又早 の仲間入 りをす るためには,プ ロレタ リヤについ て書 きさえすれ ば よ
い,こ い り誤 っπ考えがめ った。 轡迅は,ほ ん と うの 単命家 のみが,革 命田な
プ ロ レメ リマ作 琢に なれ る とみ な し,プ ロレタ リヤ又字 を俗 悪に理解す るこ と
に断 子 と して灰対 した。かれは,生 沽 とのむす びつ き草命運動 とのむす びつ き
をつ よめ る ことが,単 命 文 字 着 の い ち は ん 大 切 な任 務 の ひ とつ とみ な し
1こO
《単命叉字者 は と魯迅は書いてい る 革命 と生活 を ともに し……革
命 の脈腰 をつ よ く愁 じてい なけれは な らない。》
かれ は生摘 を創作 のただ ひ とつの源 とな した,そ れ ゆえ,わ かい作 家にか
れ が もとめた ものは,ほ うと うの作品 をえ らぶス ローガ ン,各 階級 の生活 の全
面 的な研究,味 方 はか りで な く敵 を しる ことであ り,そ れでは じめ て敵 と効果
的に たたかえ る。魯迅は うむ ことな く,動 揺す るブルヂ ャア作家 を批判 した,
かれ らは,言 葉 の うえでは革命文学に加 ってい る と宣言す るが,は じめ て危険
に さ らされ る と,後 退 りして しま う。 小 ブルヂ ャア作家の この動揺 を,魯 迅は
《でん ぐり返 り》 と,う まい ことをい ってい る。
文 学の問題 にか んす る評論で,魯 迅 は作 家を読者大衆に近づけ るた めに た
たか い,文 学 言語 の純潔のために,古 い形 式を利用す るば あい,俗 悪 な理解 と
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たたか った。かれがたいへん熱心に 口碑 ・伝説に注意 したのも,人 民大衆の芸
術的才能の表現をそのなかにみていたか らである。
革命的な中国文学の基本的原則にかんす る仕事は,魯迅にかかわ るもので,
それをかれは先進的プロレタリャ世界観の立場か らたたかいとり,左連時代の
丈学運動の実践に,社 会主義 リア リズムの原則を うちたてようとした。
上海時代の魯迅は,主 として雑文,翻 訳,社 会的活動,青 年作家の仕事 の
ために時間をとられたが,小 説の創作 もすてなかった。1934年か ら1935年にか
けて,風 刺作品を5篇 かいたが,そ れ らは,以前の3篇 とともに 《故事新編》
(1936年)におさめ られた。 これ らの小説は神話伝説を題材に したにはちがい
ないが,ふ つ うの歴史小説 とは ことなる。 これは,伝 統的な考えを芸術的に改
作 したものであるが,現 代の否定的現象を批判 し,あた らしい思想の表現に利
用す るためであった。それ とともに,かれは基本的な題材を勝手にゆがめず,歴
史的事実(た とえば,墨 子にかんす る挿話)や,神 話伝説の伝統的解釈には,
忠実であった(た とえぽ,老 子が函谷関へ去 ったことや響の弓にかんす る話)。
魯迅の風刺小説の こうしたテーマと構成上の特徴は,作 者が暗黒勢力 とたたか
うために用いる,あ た らしい形式の文学の武器になった。
《魯迅のこの方法は一 と茅盾はかいている一 かれを研究 し,そ の方法
をわが ものに しようとしている人びとの心をひきつけるbし か し,むか しので
きごとを説明す るために,現 代の見解を,ど んなぐあいにつかったか,と い う
ことだけを学ぼ うとす るのはむずか しい。かれのもっと深刻な意図,つ まり,
に くむべきものをに くみ,愛 すべきものを愛す ことを同時代の人にふきこみ,
そ うす ることで,古 代 と現代をむすびつけ編みなおすために,故 事を借用する
ことに関 していえば,わ れわれはそれを理解 し楽 しめるが,こ の方法をわが も
くわ
のにす る ことはで きない。》
《故事 新編》 の うち,と くに1934年か ら1935年の ものは,ひ じ ょうに現代
性 と風刺 の鋭 さがつ よいので,そ の出版後,魯 迅は古代英雄 の 形 象 に 同 時 代
の人 び との誰か を描 いた のでは ないか,と うたがいは じめ る新 聞 もあった。 魯
(1)孫 易 煕の論文 を引用 して,魯 迅 小説 の特色 《新華月報 》,第1号,1954年,235頁
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迅は 《出関》について》で,具 体的なモデルを再現 しようとしたのではな く,
典型的に集中 した形象をつ くろ うとレた,と とくに ことわっている。
《出関》 と 《起死》(こ れは ドラマの形式を とっている)で,魯 迅の風刺
は,作 者 と同 じ時代の人びとがまもり,そ して宣伝 しさえ しようとした,道 教
の教 えのば くろにむけ られていた。魯迅は,こ こで現実をのがれか くれ ようと
する老子の失敗,生 活にふれ ると普遍性を うしなってしま う荘子の抽象的思想
の失敗を,納 得のゆ くように しめ している。魯迅は 《出関》で,文 学に よって
得を しようとしか考えていない連中を嘲笑している。消極的抵抗 としての,逃
避が無益なことは,《 わ らび採 り》で,は っき りしめされている。かれは ここ
で,高 等な紳士の丙君の芸術のための芸術のあわれむべき同調者の失敗をあざ
わ らっている。 《奔月》では,卑 劣で嫉妬ぶか く,恩 しらずの者 どもが,ば く
ろされている。
《故事新編》におさめ られている,初 期の作品 と,1934年か ら1935年へか
けての作品,と くに 《非攻》,《 理水》 とを対照 してみると,そ の社会的意義
の成長ぶ りがわかるであろ う。
,《理水》は,禺 が洪水を治めた とい う,むか しか らの言い伝えを述べてい
るだけには とどまらない。 これは人民の要求には鼻もひちかけない,ひ とりよ
が りで愚かな国民党の官僚にたいす る,仮 惜ない風刺である。かれ らにできる
のは視察だけで,お べっか ものにす ぎない。藻のた ぐいや木 の皮をたべている
人民は,ま った く生活が保証 されている,と かれ らは嘲 るように公言 してはば
か らない。魯迅は,破 壊的な洪水にみ まわれた中国を救 うことのできない,無
力な国民党権力を,ほ のめか している。 ここではまた,文 化山に住む 《学者た
ち》の偽善 も椰楡 されている。かれ らは人民 とはちがい,食う心配がな く,食糧
は飛行機で外国か らはこばれる。それで心配な く 《学問》を研究 し,ス コラチ
ックな論争にふげっていられるのだ。 しか し,人民につかえるとい う貴い精神
をもとに した将来のあた らしい人間関係を主張す るために,魯 迅は古代の形象
も用いている。そのため,魯 迅は積極的な人物に注意をむけている。 《鋳劒》
の主人公眉間尺の行いをみちび くものは,善 と正義のため悪に報復する不 屈
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の決意 で ある。 《理水》 で官僚や エセ学 者に対 比 されてい るのが禺で,か れ は
3年 も家を留守 に して,中 国の洪 水 をおさめた人で ある。 魯迅 は禺に,目 的 を
実 現す るた めの勇気 と不屈不挽 の精神,か れがつねにそ の意 見に耳 をかたむ け
た,人 民 の利益にたいす る忠実 さ,と いった特徴を 肉づけ してい る。 天災には
手 を こまねい てい る官僚 とはちが って,禺は旧習にひ きず られず,洪水を征服す
るあた らしい方法を応用 して,その 目的を達 したので あ る。《非攻》 の主人公墨
子 は,楚 が宋に攻 め こむ のを未 然にふせ いだ。それ は平和 を まもるために,人
民 の利益 をお もんぱか っての ことであ る。 魯迅が墨子に反侵略斗争 の楽観的精
神 をあたえてい るのは,歴 史的事 実 と完 全に一致 してお り,時 代 の要請に こた
えてい る。 魯迅は この作品 を,中 国の民主主義 諸勢力 が抗 日運動 を展 開 した時
代にかいた のであ った。
《故事新 編》は,魯迅 がいかに あ らゆ る言語 の方 法を,弾力性 を もってわが
もの とな し,お お きい芸術的効果 をあげ たか,と い うことの,か がやか しい模
範 のひ とつで ある。小説 の主題が,古 代 の措辞,文 言 をひ ろ くと りいれねば な
らない こと,む か しのi著作(《道徳 経》,《荘子》)か らの引用 のあ る ことを示 唆
してい る。それ とともに魯迅 は現代 の話言葉 も,積 極 的に もちいてい る。古典
の書物や哲学思想,た とえば 《言葉で いえ るよ うな道 は,永 遠 の道ではない》
とな らんで《大学》,《幼 稚園》,《飛行機》,《ピタ ミソB》,そ れに 《理水》 の 《
学老》が 《0,K!》,《Howdoyoudo?》と叫ぶな ど,当 時 の中国 の新 語 もみ
あた るので あ る。 こめ よ うに,各 層の言葉が まじって,独 特で現 実ばなれ の滑
稽 じみた異様 なさ まを呈 してい るのは,魯 迅 の手法 のひ とつであ って,風 刺 小
説 ばか りで な く,雑 文で もしば しば もちいる ところで ある。
魯迅 が晩年 プロ レタ リヤの世界観 の立場か らお こなった,革 命的的芸術 を
まもる戦 いほ,か れ の創作方法,何 よ りもまず積極 的主人公 の形 象使用 に影響
を うけてい ることは疑 いない。 中国の評論家は これを,魯 迅が創作 実践 におい
て社会主義 リア リズムの方 法を身につけ るよ うに なった と評価 してい る。
ロシャ古典文学 とソヴ ェト文学 を熱 を こめて宣伝 した魯迅は,生 涯 の最後
の10年と くに積極 的に,ロ シャ ・ソヴ ェ ト作家 の作品を翻訳 した。 かれ が訳 し
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ゴた ものには,づ 一ゴ リの 《死せ る魂》 と 《鼻》 チ ェホフの短篇,ゴ ー リキイの
《ロシヤ の物語》 サル トィコフ ・シチ ェー ドリンの 《あ る町 の歴史》 の一部,
フ ァジ ェーエ フの 《壊滅》,ヤ コブ レーエフの 《10月》 が ある。 魯迅 は ソヴ ェ
トのおお くの本の中国語訳 出版 を全面的にたす け,そ れ らを編集 しさ らに序 を
」か いた。 ブロ ックの 《20》・シ ョーロホ7の 《静かな ドン》 ・セ ラフ ィモ ヴ ィ
チ の 《鉄 の流れ》,グ ラ ドコフの 《セメ ソ ト》,イ ワノブの 《装 甲列車14-69
町》
,ル ナチ ャルスキイの 《解放 された ドン ・キホーテ》そ のほか の,序 とあ と
が きはかれの もので あ る。 かれは ソヴ ェ ト作 家 の 《ハ ープ》 と 《一 日の仕事 》
の 作品集に序をか き,校 訂,編 集 して 出版 した。 このなかには柔石,曹 靖華そ
の ほかの人び との訳 した フ ヱーデ ィソ,セ ラフ ィモヴ ィチ,セ イフ リソ,リ ャ
シ コー,シ ョーロホフ,フ ルマー ノブ,マ ルイ シキ ソ,カ ターエ フの作 品がふ
くまれ ている。
ソヴ ェト文学 の偉 大な友魯迅は,生 涯 の最後 の 日まで,ソ ヴ ェ ト文学 を中
属 に普及す る ことに心 を くだ いた。1936年かれは ゴー リキイの作品 のふ くまれ
てい る,盟 秋 白の翻訳集を校訂 して出版 した。死 ぬ3日 前 の10月16日に,か れ
は 《ソヴ エト作家7人 集》 の序 をか き,か れがひ じように高 くか っていた この
本 の訳者曹 靖華 に手 紙を したためた。
魯迅は ソヴ ェト文学 の発展 を注意ぶか くみ まも り,そ の成功 を よろ こび,
一それ を中国の読者にで きるだけ しらせ よ うと して ,あ らゆ る努力をお しまなか
った。 ソヴ ェ ト交学に魯迅 がみた ものは,未 来 の文学であ った。 魯迅 の火の よ
うな活躍 とかれ と功 を分 ちあってい る人び とのおかげで,ロ シヤ古典文学 と ソ
ヴ ェ ト文学 は 《奔流》 とな って中国に流れ こみは じみた。
すでに1925年魯迅 の組織 した 《未 名社》 の まわ りには,有 能 な翻訳家 の曹
靖 華,葦 素 園があつ ま り,実 際上 の指導に李霧 野があた っていた。 かれ らは ロ
シヤ古典 とソヴ エト作 家,そ れ に西 欧の進歩的作家 のおお くの作品を,中 国に
紹介 した。1934年9月,魯 迅 のつ くった雑誌 《訳 文》 の創刊 号がで きた。 この
幽雑 誌 にの った外 国作家 の翻訳 のなかでは,ロ シヤ ・ソヴ ヱト作 家が重要 な地位
・を しめ ていた。 《訳文》 は世界 の進歩 的文学 を中国にひ ろめ るとい う,お おき
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な役割 をはた した。魯迅 とかれをたすけて功をなしとげた人びとは,中 国の読
者に,ロ シヤ古典文学 とソヴ ェト文学を しらせ るとい う高潔な事業を,狂 暴な
検閲 と警察の追求のもとでや らねばな らなかった。魯迅は国民党権力が革命的
内容のものは もちろん 《表紙に赤文字のある本でさえ》禁止 したの悲 しみ と憤
りでのべている。
魯迅は,社 会主義 リアリズムの偉大な創始者ゴー リキイの作品を高 く評価
し,《 あた らしいロシヤの偉大な芸術家》をみていた。かれは ゴー リキイの作
品,と くに中国の労農大衆 と中国の革命文学の発展 のために,1929年中国語に
翻訳された 《母》の意義に注意 した。かれはかいている。
《ゴー リキイは生 きているあいだ,各 方面か ら尊敬 を うけ,死 んだあ とも
尊崇されている……その理由は,か れの生涯が人民大衆 としっか とむすびつい
てお り,かれの愛 と憎 しみ,悲 しみ と喜びが,人 民 の愛と憎 しみ,悲 しみ と喜
びであったか らである……》
魯迅は よく 《中国のゴー リキイ》 といわれ る。 この比較にはほん とに深刻
な意味がある。 ゴーリキイとおなじように,魯 迅はふるい社会環境のなかで こ
の社会のおわ りと光 りある将来の生れでること,そ の社会の主人公が人民であ
ることをみてとった。魯迅の ヒューマニズムは ゴー リキイの ヒューマニズムに
ちかい。魯迅の評論はゴーリキイの評論のよ うに,人 民にたいする愛情 と敵に
たいす る非妥協でつ らぬかれてい る。魯迅は中国ではじめて,プ ロレタリヤ文
学 の旗 をかかげたひ とであった。晩年の魯迅がゆ るぎな く社会主義 リア リズム
の立場にたっていた ことには,ソ ヴェト文学の作品の影響がひじようにつ よく
決定的といってよい。
おもい病い とはげ しい労働のために,か れの健康はそ こなわれた。1936年
10月19日,偉大な中国人民の作家はな くなった。 この損失は,中 国のひ とりひ
とりの愛国者の胸に,は げ しい うず きをあたえた。全中国が魯迅を うやまい記
念 した。中国人民は この傑出 した作家,革 命家のすがたを心に深 くとどめてい
る。かれの作品にある大いなる真理は,か れのあとにつづ く中国文学者の模範
となった。
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魯迅のたたかいの伝統は,日 本の侵略 と蒋介石反動派に反対する,民 族解
放戦争時代の進歩的中国作家に とっては旗であ り,創作 の指導であった。今 日
の中国作家たちは,魯 迅の新中国文学に確立 した リア リズムの方法を,発 展 さ
せ豊富に している。魯迅の作品は自由な人民中国では,何 百万 とい う読者大衆
の財産 となった。不滅のエネルギー,燗 眼で遠 くまでみえる智慧,ひ ろい知識
と善良な心をもったひと魯迅 の名は,祖 国 と人民にたいす る献身の模範 となっ
て,現 代中国作家たちをはげ ましている。
